
●単元の進行表　　（児）＝児童に対する支援、手だてなど

【ステップの流れ】 【教師のタイムスケジュール】

☆見学・調べ１週間～３日前
・店舗の自販機見学を依頼する

☆４月（できれば前年度）の段階で学習計
画に組み入れる。
・交流校との連携内容と進度の調整

☆見学・調べ３日前～前日
・見学の目的、置いてある店などにお願い
したいことを打ち合わせる。
・地域の自販機設置場所で危険箇所はない
か確認をしておく。
・（児）見学に必要な道具（デジカメ、メモ
帳など）確認する。

☆見学当日
・（児）見学の目的、マナーを確認する。
・（児）ワークシートを配布する。
・（児）見学に必要な道具（デジカメなど）
の扱いについて確認する。

☆見学後
・（児）ワークシートを記入し確認する。
・（児）デジタルカメラなどの画像を確認す
る。

☆年間活動の設定４月
・クリーン作戦や清掃活動は学校の年間行
事で組み込む。
・児童生徒の活動を誘発するもので、どう
してゴミを拾わなければならないのか。ゴ
ミはどうしてあるのか疑問を持たせる。

STEP1
みんなでやってみよう！クリ
ーン作戦=空き缶拾い
○ゴミの多さに関心を深める
意味で気づきワークシートに
記入する。

STEP2
自動販売機やポイ捨ての実態
を調査しよう。
○調べたこと気づいたことを
いろいろな視点で仲間分けを
する。



STEP3
空き缶ポイ捨てと自動販売機
の関係を他の地域と比べてみ
よう。
○インターネットやＴＶ会議
を利用して相手に伝える内容
を考える。

STEP4
空き缶ポイ捨てを減らす方法
と自分たちができることを考
えよう。
○自分たちから離れた世界の
できごとでなく自らがどう取
り組むべきか考える。

STEP5
未来の町での自動販売機を考
えよう。
・交流校や会社にアイデアを
発表する。

☆交流の直前
・交流相手校との連絡し日程を確認す
る。
・ＴＶ会議の他地点接続を１ヶ月前に予
約しておく。
・ＴＶ会議（リアルタイム）やメール、
ホームページ（じっくりとした考えのや
り取り）の特性を考えたデータのやり取
りを行う。

☆交流の後の継続
・交流相手校との連絡し継続して日程を確
保できるか確認する。
・外に向けて提案できる場を確保すること
と。
・自分たちができることで日常できること
も考えさせる。

☆調べ活動後（外に発信できる場をつく
る）

・交流相手校との連絡しお互いに発表す
る。
・自動販売機会社に提案できるように連
絡をとる。
・文化祭などの行事で発表できる場を用
意する。


